
中部支部ニュース　第 12 号

社団法人日本地すべり学会会員各位をはじめ、中部支部特別協賛法
人、支部協賛法人の皆様、教育機関、関係行政機関の皆様には平成 22
年度も中部支部の企画や行事運営に関して惜しまぬご指導とご協力を
承ることができました。中部支部ニュースも第 12号を編集しお届けす
ることができました。支部長としてここに改めて深く感謝いたします。

中部地方の土砂災害を振りかえりますと、平成 22年 4月 21日 長
野県北安曇郡相道寺の地すべり（長さ 60m幅 50m厚さ 8m移動土
塊 12,000㎥）では最大時間変位 14㎜、町道が被災すると共に、保
全人家１５戸に被害が及ぶと判断されたため、災害関連緊急地すべり
対策事業が実施されました。7月 2日には上田市、小県郡青木村の土
砂災害や、続く 7月 16日には長野市篠ノ井地区、信更地区の豪雨災
害（時間最大雨量 63㎜）により土石流 23箇所、がけ崩れ 8箇所が
発生し、同時多発的な災害となりました。さらに平成 22年 9月 8日
台風 9号に伴う大雨では，静岡県境付近を中心に豪雨災害が発生しました。須走（静岡県駿東郡小山町）では、
24時間降水量 686mm、最大 1時間降水量 123mmなど記録的な大雨での災害となりました。静岡県の発
表（9/15）によれば、公共土木施設災害は小山町、御殿場市を中心に砂防急傾斜 24箇所、土砂災害 33箇所、
農地・農業用施設 288箇所、森林 128箇所と甚大なものとなりました。
これらの土砂災害では家屋への被害をはじめ、多くの住民の方々が避難生活をする等、不安な生活が続き

ました。こうした中で被災地での踏査、観測機器の設置等の迅速な対応や警戒避難体制の整備への助言、早
期復旧に向けた対策工法の検討等、会員の皆様のご尽力に対し改めて感謝申し上げます。

さて中部支部は会員の皆様の積極的な参加により活発な活動が続いていることを心強く感じております。平
成 22年度は 6月に開催した長野市での総会・講演会に 90人が参加、10月には石川県輪島市での「深見地す
べり」の現地見学会に 23人が参加、11月には長野市でのシンポジウム「地附山地すべりあれから 25年、都
市型災害の復興と地域づくり」に 121人が参加されました。また同日開催の子供シンポでは「地すべり地に学
ぶ」と題して長野市立中条小学校 5年生が野外学習成果をわかりやすく発表し、土砂防災教育が浸透している
ことを感じました。その一部はマスコミでも紹介され、地域社会に活動を広く発信することができました。
平成 23年度は 8月に静岡市で開催される地すべり学会研究発表会全国大会（現地：由比地すべり他）。9

月には三重県での現地見学会、11月には シンポジウム、明けて平成 24年 1月には海外現地視察（台湾大
規模地すべり）を予定しております。

最後になりますが、平成 23年 3月 11日に発生した「東北地方太平洋沖地震（Ｍ 9）」は東北、東日本一
円に甚大な地震被害を伴いました。ここに被災された方々に謹んでお見舞い申し上げます。地震活動は、静
岡県富士宮市や長野県栄村など東北以外でも広範囲に影響しており、余震と地すべり、急傾斜地崩壊、土石
流などの被害に対し未だ予断を許さない状況となっています。
中部支部は土砂災害防止技術の研究や継承、防災啓発などを軸に、地域の皆様のニーズを捉え、地域社会

へ貢献できる支部活動を継続したいと考えております。今後もさらなる技術向上を目指し、積極的な活動を
行っていきたいと考えておりますので、引き続き会員皆様のご理解と御協力をお願い申し上げます。

巻 頭 言

支部長　土屋 智
（静岡大学教授）

社団法人　日本地すべり学会
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「深見地すべり現地検討会に参加して」
日本工営（株）　大場勝一郎

○日　時／平成 22年 10月 19日～ 20日
○場　所／石川県輪島市深見地すべり
○行　程／
　10月 19日 (火 )

　　　13：00　金沢駅集合
　　　13：00～ 15：00　深見地すべりへ移動（2：00）
　　　15：00～ 15：15　現地概要説明（0：15）
　　　15：15～ 17：15　現地調査（2：00）
　10月 20日 (水 )

　　　  9：00～   9：15　検討会場へ移動
　　　  9：15～ 10：15　検討会（1：00）
　　　10：15～ 12：15　金沢駅へ移動（ 解散 ）
○参加者／ 23名

○現地見学会内容

　現地見学は、石川県砂防課、石川県奥能登土木総合事務所の

皆様の説明、案内をいただき実施した。

　石川県輪島市に位置する深見地すべりは、昭和 37年に地す

べり防止区域に指定され、各種調査、解析、対策工事が施され、

平成 19年に概成となっている。

　その間、昭和 48年～ 51年、平成 13年に地すべり滑動が活

発化したため、随時排水トンネル工、集水井工などを中心とした

地下水排除工が施工されており、地すべりの沈静化が図られた。

　深見地すべりの特徴は地すべり末端部が海面下に想定されている

ことであり、全国的に見ても非常に珍しい地すべりである。地すべ

り末端部にはテトラポットによる土砂流出対策が、地すべり対策工

として実施されている。これは押え盛土効果を見込んだ対策である

とのことで、この対策も全国的に例が無いものと思われる。

　地すべり滑動により楕円形に変形を受けた集水井は、ラテラルス

トラットによる補強が施され、集水、排水機能が確保されている。

　現地見学翌日の検討会では、これまでの調査 ･解析 ･ 対策工

について詳細な説明を受け、全体的な議論を交わした。

　質問や意見は、やはり地すべり末端部位置の推定根拠や、地

すべり発生当時の状況、対策工の効果やそれに投資した事業費

など多岐に渡り、非常に活発な意見交換がなされた。

2日目の検討会状況

ラテラルストラットで補強された集水井

海中に施工された土砂流出防止工

石川県砂防課　松本英好課長の挨拶
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「駒ケ根高原砂防フィールドミュージアムガイド養成講座発展編第3回」講師派遣報告
  ～過去～現在の造山運動、伊那谷を走る活断層と防災～        　　  　　　　　　　　北陽建設（株）　宮澤洋介

　中央アルプスから東に流下して駒ヶ根市の天竜川に注ぐ大田切川は、大きな土石流に襲われた痕跡を各所

に残す。中でも駒ヶ根高原付近に沢山ある「切石」を始めとする巨石群はその威力の大きさを物語る。流域

は昭和 37年から直轄砂防事業として施設整備を進めてきた。と同時に駒ヶ根高原は夏の避暑、登山を初め

多くの観光客を集める観光拠点としても発展してきている。

　そんな中で、地域住民や訪れる観光客の土石流に対する危機意識と理解を深める目的で設立された ｢駒ヶ

根高原砂防フィールドミュージアム※｣ は､ 駒ヶ根高原の豊かな自然の中に点在する見落としてしまいがちな

痕跡を結び､ 造山運動や土石災害､ 築き上げられた文化・風土､ そしてこの地を安全に守る砂防施設につい

て学ぶ屋外型の博物館となっている。とりわけ観光施設の整備や工場誘致などを可能にした地域社会におけ

る砂防とのかかわりなどについて、小中学生を始めとして訪れる人々が楽しく体験できる社会教育の場の提

供や、そのいくつかのコースを案内するガイドツアーを実施している。

　今回はこのツアーガイドの養成講座で地形地質と防災について実施したものである。中央アルプスの成り

立ち、氷河期には氷河が形成されたこと、伊那谷の活断層などの地形地質の特徴や、早太郎温泉のしくみに

ついて解説し、木曽駒花崗岩などの岩石標本を持ち込んで理解を深めた。災害は同じ場所で同じことを繰り

返す。そのために過去の災害の痕跡を調べ、その結果から今後に備える策を構築する必要がある。そして地

域社会における災害の伝承こそが防災にとって重要であることを強調した。
（平成 22年 12月 13日 天竜川上流河川事務所 於）

http://field-museum.kankou-komagane.com/index.htm

※駒ケ根フィールドミュージアムの公式ＨＰは下記となります。「ガイドツアー参加の問い合わせ」「これまでの取り組み」「駒ケ根市・
　宮田村に伝わる災害お話マップ」「ガイドブック」などたくさんの情報を提供しています。
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地附山地すべりあれから 25年「都市型災害の復興と地域づくり」
（社）日本地すべり学会中部支部シンポジウム

日　　時　　平成 22年 11月 10日（水）　13：00～ 17：00

場　　所　　長野メルパルク 3F　白鳳
開催団体　　・主催：社団法人日本地すべり学会中部支部／シンポジウム実行委員会
　　　　　　・後援：長野県治水砂防協会、（社）斜面対策技術協会長野県支部、
　　　　　　　　　　砂防ボランティア協会、長野県地すべり防止工事士会

13:00～ 開会、シンポ主旨説明
13:10～ 子供シンポ「中条小学校」6年の児童たち　テーマ：地すべり地に学ぶ
14:00～ 基調講演「近年の土砂災害の動向とソフト対策」

国土技術政策総合研究所　土砂災害研究官　西　真佐人 氏
15:15～ シンポジウム「パネルディスカッション」

テーマ：地附山地すべりあれから 25年「都市型災害の復興と地域づくり」
　◎司　　会：川上　浩　信州大学名誉教授
　◎パネラー：
　　　　　　・西　真佐人：国土技術政策総合研究所土砂災害研究官
　　　　　　・柳沢　廣文：長野建設事務所長
　　　　　　・石月　忠雄：長野市トレキングコース愛護会　参与
　　　　　　・内藤　哲　：長野県地すべり防止工事士会理事長

17:00 シンポジウム閉会
17:20～ 19:20 技術交流会（メルパルク瑞鳳）
19:30 解散

プログラム  

中部支部ではシンポジウムを上記のとおり、開催することとなりました。「都市型災害の復興と地域づくり」
を主テーマとし、災害発生から復興経緯を振り返り、地域の中で災害の教訓を次世代にいかに伝えたらよい
のか、復興地内での住民活動のありかた等、皆さまと共に考えたいと企画しました。
過日長野県は土砂災害の危険度が全国一という事が公表されました。都市部で発生した災害を教訓とし、
次世代にいかに引き継ぎ、心の準備をしてゆくことをねらいとします。関係各位の参加を御願い致したく御
案内申し上げます。
また、シンポジウムでは、参加者と講演者の方々と忌憚ない意見交換を致す所存でございます。

平成 22年 11月 10日
（社）日本地すべり学会中部支部　企画部

開催趣旨

子供シンポジウム：
中条小学校児童の発表「地すべり地に学ぶ」

子供シンポジウム：感謝状贈呈後の記念写真

（社）日本地すべり学会　中部支部支部長　土屋智
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基調講演：「近年の土砂災害の動向とソフト対策」
　　　　　国土技術政策総合研究所　　
　　　　　土砂災害研究官　西 真佐人 氏　　

基調講演参加者の様子

パネルディスカッション開催の様子
テーマ「地附山地すべりあれから25年」

司会：川上 浩 氏
パネリスト：西 真佐人 氏、柳沢 廣文 氏

パネリスト：石月 忠雄 氏、内藤 哲 氏 パネル展示：地附山地すべり対策資料の見学者
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講座「土砂災害の伝承－郡上市白鳥町長滝周辺－」

＊　　　　　  ＊＊

＊：office アシスト・ゼロ　　＊＊：信州大学　名誉教授
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－石巻市～陸前高田市における地震・津波と斜面災害－
東日本大震災の被害状況報告

東日本大震災における斜面災害の発生状況を報告します。
秋田寛己＊・飯沼達夫＊＊

◆ 目　的：東日本大震災における地震・津波と斜面災害の発生状況の確認
◆ 調査地：宮城県（仙台市、石巻市、南三陸町、気仙沼市）
　　　　　 岩手県（陸前高田市）
◆ 概　要：東日本大震災の本震・余震・津波による、急傾斜地崩壊危険箇所の未対策斜面箇所を中心に現
　　　　　 状調査を実施し、斜面災害の発生有無を確認した。また、今後の台風期の豪雨、高潮、波浪等
　　　　　 によって被害箇所の拡大や生産土砂量の発生有無を現地で確認した。現地調査より、津波遡上
　　　　　 や地震動に起因する斜面崩壊等が見られたので、主な状況を以下に写真で示す。なお調査は震 
　　　　　 災後 1ヶ 月後に実施した。

地震による地すべり発生（仙台市青葉区）
すべり面は地山の第三紀火山岩類と崖錐を巻き
込み滑動中

津波遡上による斜面浸食（気仙沼市）
未対策斜面に津波の遡上の影響で斜面崩壊が発生

地震動による斜面災害（石巻市）
急傾斜地崩壊防止施設の未対策斜面において、保全
対象付近で土砂崩落が発生

津波被害と線状痕（陸前高田市）
津波により、擁壁モルタル表面に瓦礫が激突し、線
状痕を確認。隣接した急傾斜施設は倒壊・破損

＊：日本工営株式会社　　＊＊：（社）日本地すべり学会中部支部
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寄稿：長野市涌池地域が取り組んだ善光寺地震の災害伝承、地域づくりの活動
上田建設事務所　山浦直人

●1847年（弘化四年）善光寺地震の際には虚空蔵山（別名岩倉山）が大崩壊し、犀川を 21日間塞き止め、
その天然ダムの決壊により、下流の長野盆地などに甚大な被害を与えましたが、長野市信更町涌池は、その
虚空蔵山の直下にあり、崩壊により大きな被害をうけた地域です。160年が過ぎた今日、その涌池区の皆
さんが平成 22年度の長野県「地域発元気づくり支援金」をうけて取り組んだ事業「住民協働による荒廃地
整備と涌池史跡公園整備」について、活動に協力する機会をえましたので、ご紹介します。

●長野市涌池区の皆さんは、次の目的で事業に取り組みました。
・ 歴史的災害である善光寺大地震により、自分たちが住む涌池やその周辺の被害を調査し、被害状況や復興活
　動等を記録にまとめ、地域の身近にある災害に対する認識や防災意識を高め、災害に強い地域社会をつくる。
・過疎化、高齢化等により荒廃した未使用地を区民が協働して整備し、区民が気軽に集まれる憩いの広場を
　設け地域のコミュニケーションを環境保全や景観形成を図る。
　また、整備した広場は、小中学生の遠足、課外教育へ活用し、地区外から地震調査等に訪れる人に対して
　地震災害の情報を提供する場とする。　

●具体的な事業は、主に次の内容からなります。
・地区の皆さんが交流できる公園の整備（東屋の設置、植栽、歩道、ベンチなどの設置）
・善光寺地震や岩倉山崩壊の状況の説明板、絵図の掲示
・善光寺地震の災害をつたえる地元に伝わる絵図、古史料や最新の航空写真などをもとに、地震記録誌や
　パンフレットの作成　これらの事業は、平成 23年３月にすべてが完了しました。

●写真のように涌池を見下ろす小高い場所に手作りの東屋ができ、そこからは、アルプスのすばらしい眺め
があります。そして、東屋の襖壁には善光寺地震の災害を伝える立派な資料が掲げられています。（P13参照）
　また、200ページに及ぶ記録誌には、今までの調査研究ではなかった地元に残された貴重な絵図や史料
が編纂され、地域の災害とその復興の様子がわかりやすくまとめられています。
　特に地震により涌池は大変な被害を受けましたが、それに屈することなく早期に耕地を復旧している
こと、涌池の出口に堤防を設け、池の水位を高め、その水により水田を拡大しているなど、復興の取り
組みは現代にも通じる大変すばらしいものであるこ
とがわかります。

●地すべり学会の皆さん、読者の皆さん、涌池の公
園へ家族や職場の仲間でぜひ、一度お出かけくださ
い※。団体の見学であれば、この取り組みを行った地
区の方が案内と説明をして頂けると思いますので、
その際には、山浦までご一報をください。
　報告書は余部がありませんが、pdf原稿をまとめた
CDは複写し、おわけできますので希望の方はご連絡
ください※※。

記録誌「善光寺地震と虚空蔵山の崩壊」の表紙写真

※　：地すべり学会中部支部では、地域の皆さまとの連携を一層深めてゆきたいと考えています。
※※：連絡先、山浦 直人 氏 または（社）日本地すべり学会中部支部事務局まで
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東屋の 3 方に善光寺地震の概要説明／犀川塞き止め、
犀川決壊と大水害の絵画図、建札改絵画図、地滑り方向
を示す航空写真と断面図、湖沼の由来を展示

住民手作りの東屋（あずまや）と地震被害の説明版

上流の久米路橋を下流から望む／湛水面の高さ（標高470～ 480m
と推定）からすると、久米路橋は水没し、木橋だったため、浮き上がっ
て上流に流れ着いた。写真右の立岩は頭部が水没しなかった。

涌池史跡公園実施／整備拡大委員会の打合せ会議

長野県、涌池の風景
写真は「善光寺地震と虚空蔵山の崩壊」より抜擢
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広報（その1）長野県北部の地震に伴う土砂災害危険箇所の緊急点検について
長野県砂防課
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　広報（その2）ボランティア・ティーチャーを募集します！

　広報（その3）中部支部ホームページへようこそ

　中部支部では、社会貢献活動の一環として防災啓発・防災教育の重要性を認識し、平成 22年度より
ボランティア・ティーテャー派遣の取り組みを始めています。
　この取り組みは、土砂災害に関連した支部会員の知識を地域社会、教育現場へ普及し、地域の防災力
向上に寄与することを目的としています。ご賛同いただける会員の皆さまは、下記の方法でボランティ
ア・ティーチャーへのご登録をお願いいたします。

　　　　　　　　・希望者は、「ボランティア・ティチャー登録用紙」に必要事項を記入し、メール・FAX
　　　　　　　　　にて事務局へ送信してください。
　　　　　　　　　＜メールアドレス＞　teacher@jisuberi-chubu.org
　　　　　 　　　  ＜  F A X 番 号 ＞　０２６－２２７－９８７８
※「ボランティア・ティーチャー登録用紙」および「ボランティア・ティーチャー派遣制度に関する運営要領」は、中部支部ホーム
　  ページより、「学ぼう」をクリックするとダウンロードができます。

登録方法

（社）日本地すべり学会中部支部事務局
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地すべり学会中部支部ニュース
〒 380-8553
中部支部事務局
長野市若里 4-17-1　信州大学工学部社会開発工学科内
電話・FAX　026-284-0833　http://jisuberi-chubu.org/

3口
長野県治水砂防協会
1口
（社）斜面防災対策技術協会中部長野県支部
（社）斜面防災対策技術協会北陸石川県支部
（社）斜面防災対策技術協会北陸富山県支部 （敬称略）

1口
愛知時計電機（株）名古屋支店
（株）アルプス調査所
（株）エスイー
応用地質（株）長野支店
（株）オサシ・テクノス
小谷建設（株）
offi  ce アシスト・ゼロ
川崎地質（株）中部支店
関東地質（株）長野営業所
（株）建設コンサルタントセンター
国土防災技術（株）静岡支店
国土防災技術（株）長野支店
国土防災技術（株）名古屋支店
五大開発（株）
（株）サクセン
（株）ジーベック
（有）ソック
綜合地質コンサルタント（株）
（株）東京電機
（株）中部測地研究所

中部地下開発（株）
（株）土木管理総合試験所
長野県地質ボーリング協会
日特建設（株）長野支店
日特建設（株）名古屋支店
日本エルダルト（株）
日本工営（株）長野事務所
日本工営（株）名古屋支店
日本綜合建設（株）
日本物理探鑛（株）長野事務所
（株）富士和
フロテックアンカー技術研究会
（株）北信ボーリング
北陽建設（株）
明治コンサルタント（株）静岡支店
明治コンサルタント（株）長野支店
（株）みすず綜合コンサルタント
（株）理学
（株）ランドテクト
鷲澤建設（株）

（敬称略）

（企画・編集　大場勝一郎、梅崎建夫、中屋眞司、飯沼達夫）
（地すべり学会中部支部キャラクター）

協賛法人（40口）

特別協賛法人（4口）


